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ロボット間の対話における指示語・省略が第三者に与える
印象の検討

井上 南1,a) 前川 知行1 松森 匠哉1 柴田 遼一1 吉野 哲平1 今井 倫太1

概要：コミュニケーションロボットがユーザと親密な関係を築くことは重要である．人同士の対話におい
て親密さを表出する方法として，共通に理解されている事物に対する代名詞の使用や単語の省略が挙げら
れる．しかし，ロボットの発話生成においてユーザとの親密さを表出するために適切に代名詞の使用や単
語の省略を行う体系的な手法は確立されていない．本論文では大規模言語モデルである BERTを用いて対
話文中の単語の省略および代名詞化を行う手法を提案する．さらに，提案手法で生成した発話をロボット
の音声対話に適用することが観察者に与える印象を調査する．実験では，2体の人型ロボットが対話する
動画について，対話文中の単語の省略および代名詞化の度合いが異なる複数の動画を用意し，観察者が主
観的に感じるロボット間の関係性を測定した．結果として，省略・代名詞化によって対話内容の理解が困
難になっても，観察者が知覚するロボット間の親しみは有意に下がらないことが確認された．
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Impressions given to Third Parties by Demonstrative Pronouns and
Ellipsis in Interrobot Conversations

1. はじめに
人間と関係性を構築するコミュニケーションロボットの

実現には，相手との共有体験を加味して個人適応した発話
生成を行うことが重要である [1]．本研究では対話におけ
る指示語・省略に着目して適応的な発話を行う手法の検討
を行う．
人間同士の対話では，当事者間で共通に理解されている

情報を省略したり，「あれ」等の代名詞に置き換えたりする
など非明示的な形で伝達することがある [2], [3]．このよう
な省略や代名詞化は，当事者間の関係性を表した重要な情
報であるとして着目されてきた．一方で，省略・代名詞化
を行うことで関係性が近くなるという効果も考えられる．
対話における代名詞化の効果に関して，山崎 [4]は，代名詞
の使用は「話手と聞手との間にしばしば親近感をもたらす」
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と指摘している．このような共通認識による省略や代名詞
化をロボットの発話に取り入れることは，人間とロボット
の関係性の構築及び持続を促進する可能性がある．
エージェントの発話文における省略や代名詞化に関連す

る先行研究として，ロボットの言葉足らずな発話が人間の
関与にどのような変化をもたらすかを調べた研究 [5]，ス
マートスピーカーがユーザの予定を伝える際に代名詞化・
省略された発話を行った場合の印象を調査する研究 [6]な
どがある．先行研究では，共通に理解されている情報が何
であるかを既知として，構文解析によって省略あるいは代
名詞化した発話を生成している．
しかし，共通に理解されている情報が何であるかを対話

の文脈から推測し，その上で任意の構造の発話文に対し
て省略・代名詞化した発話を生成する手法は検討されてい
ない．
そこで本論文ではロボットが人間との関係性や共通体験

に応じて親密感を表出するために，対話の文脈を用いて省
略・代名詞化した発話を生成する手法を提案する．本研究
の概略を図 1に示す．具体的には，ロボットの発話におけ
る省略・代名詞化の度合いを調節するパラメータを定義し，
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図 1 本研究の概略．初対面の関係（上）では既知の「寿司」という
単語を再度ロボットが使用しているのに対し，友人関係（下）
では「寿司」の代わりに「これ」という指示代名詞を用いて
いる．

大規模言語モデル BERT [7]のマスク予測手法を用いて省
略・代名詞化の対象となる単語を決定する．また，提案手
法で生成した発話をロボット同士の音声対話に適用し，観
察者に与える印象を調査する．
本論文の新規性は以下の 2点である．第 1に，BERTの
マスク予測手法をロボットの発話における親密感の調節に
初めて適用した点である．対話において共通に理解されて
いる単語を省略することは親しい人間同士の間で見られる
現象なので，ロボットがユーザに親密感を与えるのにも有
効であると考えた．対話における共通理解は，それまでの
対話文の文脈に基づいて形成される．したがって，言語モ
デルのマスク予測手法を用いて文脈から予測できる単語を
省略あるいは代名詞化することで発話の親密感を調節でき
ると考えられる．第 2に，発話における省略・代名詞化の
度合いを調節するパラメータを定義した点である．マスク
予測の確信度はある文脈における単語の出現頻度に基づい
ており，確信度が高いほど文脈から単語を予想することが
可能であると考えられる．したがって，マスク予測の確信
度が一定の閾値以上のときに省略・代名詞化を行う．対話
相手との関係性に応じて閾値を調節することで適切な親密
感を与えられると予想する．

2. 関連研究
2.1 日本語の対話における単語の省略および代名詞の使用
省略や代名詞化はコミュニケーションを円滑に進めたり，

相手との関係性を親密にしたりすることに寄与すると考え
られる．佐藤 [8]は話し手と聞き手が共通で理解している

単語を省略することで「経済的なコミュニケーション」が
実現すると指摘している．また，Grice[3]が提唱する「協
調の原理」の 1つである「量の公準」では，必要な情報を
全て提供し，過剰に多くの情報を提供しないことがコミュ
ニケーションにおいて大切であるとしている．適切な省略
や代名詞化は過剰な情報提供を防ぐ役割があると考えられ
る．指示代名詞が当事者間の関係に与える影響について，
山崎 [4]は代名詞の使用が「話手と聞手とが同じ体験をも
ち合っているという印象を喚び起す」ことで親近感をもた
らすと指摘している．また，省略及び代名詞の使用は対話
の参加者同士が共通認識としている物事に対して行われる
ことが多い [4], [8]．

2.2 ロボットの発話における省略および代名詞の使用
ロボットやエージェントの発話傾向と話者の関係性を明

らかにする研究の多くは非言語的な側面に着目することが
多かった [9]．一方，ロボットやエージェントの発話にお
ける省略や代名詞化が人間に与える印象を調査した研究は
少ない．その中で西脇ら [5]はロボットが発達途中の幼児
の発話のように一部の文節が欠落した発話をすることで，
ユーザの能動的な関与を引き出し，ユーザとの協調的な対
話を促進することを示した．また，板敷ら [6]はエージェ
ントが省略および指示代名詞の使用をすることで，人間が
エージェントに対して親和性や友好性を感じることを示
した．
しかし，西脇らの研究における省略及び指示代名詞の使

用はユーザと共通の認識を前提としたものではない．また，
板敷らの研究ではどの情報が共通基盤であるかを既知とし
て省略や代名詞化を行っている．これに対して，ロボット
が対話内容から共通基盤に相当する情報を推測した上で省
略や代名詞化を行う研究は我々の調べる限りでは存在しな
かった．

2.3 自然言語処理による省略の解決と照応生成
自然言語処理の分野において代名詞が指す対象や省略され

た単語を解決する照応解決は多く研究されている [10], [11]．
これに対して，照応を用いた文章生成は照応解決に比べあ
まり研究されていない．例を挙げると，新聞記事をコーパ
スとして人手で作成した決定木をもとに照応表現を選択す
るモデルの研究 [12]や，文章中の共参照連鎖を利用するこ
とで参照表現を省略するか否かの 2値問題を解く研究 [13]

などがある．大規模言語モデルを用いて単語を省略した日
本語文を生成する研究は我々の調べる限りでは存在しな
かった．

2.4 本研究の問題設定
本研究では，省略のない対話文を入力として，省略や代

名詞化が施された対話文を出力するという問題設定を取り
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扱う．その際，ユーザとの関係性や対話履歴が与えられて
いることを前提条件とする．リアルタイムの対話における
逐次的な発話処理については本研究では取り扱わない．
また，観察者が対話を聞いて主観的に感じる話者間の親

密度を提案手法の評価とする．本研究の最終的な目標は省
略及び代名詞を用いた発話により話者間の親密度を制御す
ることにある．提案手法を用いて省略や代名詞化が施され
た対話文に対して観察者の感じる話者間の親密度が高くな
ることが望ましい．

3. 提案システム
本論文で提案するシステムは一連の対話文を入力として，

省略及び代名詞化された新たな対話文を出力する (図 2)．
入力された対話文から省略・代名詞化する箇所の候補を選
択するには大規模言語モデル BERT[7]のマスク予測手法
を用いる．さらに，省略及び代名詞化の度合いを表すパラ
メータを定義し，これを閾値としてマスク予測手法の確信
度を大小比較することで省略・代名詞化の判断を行う．代
名詞化する場合は該当箇所を適切な代名詞または形式名詞
に置き換える．また，パラメータとして省略限界 αを定義
し，省略及び代名詞化の度合いを調節する．
提案システムにおいて，省略及び代名詞化は大きく以下

の 3つの手順で処理される．

( 1 ) STEP1: 日本語係り受け解析器 CaboCha[14]を用い
た省略・代名詞化する候補の抽出

( 2 ) STEP2: BERTによるマスク予測

( 3 ) STEP3: 省略・代名詞化の判断と置き換え

3.1 STEP1: 日本語係り受け解析器 CaboChaを用い
た省略・代名詞化する候補の抽出

入力された対話文の中から省略・代名詞化する単語の候
補を抽出するために，入力文に事前処理を行い，省略・代
名詞化候補となるトークン群を作成する．NS 個の発話文
からなる対話文 S の i番目の発話文を Siとし，NS 個のイ
ンデックスを表す集合を I(NS)とすると，入力対話文は
S = {Si|i ∈ I(NS)}と表すことができる．
まず，Sを日本語係り受け解析器CaboChaに入力して取

得した解析情報から，各発話の分かち書きと文節区切りの情
報，各単語の品詞細分類の情報を抽出する．分かち書き後の
文に含まれる個々の単語をトークンとすると，各発話文 Si

は，Nv 個のトークン vの集合として Si = {vij |j ∈ I(Nv)}
と表すことができる．
次に，省略・代名詞化候補となるトークンのリストを作

成する．本研究では共通基盤となっている事柄を暗黙的に
伝達することを目的として省略・代名詞化を行うので，対
話文に含まれる単語の中でも共通基盤として成立しやすい

物事や事柄などのみを省略・代名詞化する単語の候補とす
る．具体的には，条件は以下の 3つであり，形態素解析の
結果を参照することで判断する．( 1 ) 文節の最初のトーク
ンである，( 2 ) 品詞が名詞である，( 3 ) 細分類が非自立，
代名詞，数のいずれでもない．以上の条件を満たすトーク
ンのインデックス (i, j)の集合を，次式で表す省略・代名
詞化候補 IC とする．

IC = {(i, j)|C(i, j), i ∈ I(NS), j ∈ I(Nv)} (1)

ここで，C(i, j)はトークン vij が条件を満たすか否かを判
断する命題である．

3.2 STEP2: BERTによるマスク予測
省略・代名詞化候補に含まれるトークン {vij |(i, j) ∈ IC}

に対して，BERTでマスク予測を行い，各トークンが省略
可能かどうかを判断する．
BERTは Transformerに基づいた双方向言語モデルであ

る．BERT のマスク予測とは，文中で隠されているトー
クン（これをマスクと呼ぶ）に入りうる単語とその確信度
を得る手法である．省略・代名詞化候補の位置にもともと
入っていた単語が BERTのマスク予測によって高い確信度
で予測できるならば，その単語は文脈上の共通理解になっ
ていると考えられるので省略可能であると判断される．本
研究では東北大学が作成した BERTの日本語事前学習済
みモデル *1を使用した．
BERTへの入力文は，省略・代名詞化候補のトークンご
とにそれぞれ作成する．この際，対話の文脈に基づいた予
測を行うために，入力文には省略・代名詞化候補のトーク
ンを含む発話文だけでなく，それ以前の発話文もコンテク
ストとして含めることとする．i番目の発話文における j番
目のトークン vij が省略・代名詞化候補であるとき，BERT
に対する入力文は S̄ij = [Si−1−k:i−1, S

′
ij ]と表すことがで

きる．ここで S′
ij は発話文 Si について vij を [MASK]に

置き換えた文であり，kは考慮するコンテクストの長さで
ある．
次に，入力文 S̄ij を BERTに入力し，マスクされた箇所
に入りうる単語とその確信度の組み合わせEij を取得する．

Eij = FBERT(S̄ij) (2)

ここで Eij は，r(w)をトークン w の確信度の降順の順
位，p(w)をトークンwの確信度，BERTの全トークンの集
合をWvocab とすると，Eij = {(r(w), p(w))|w ∈ Wvocab}
と表すことができる．

3.3 STEP3: 省略・代名詞化の判断と置き換え
BERT から取得した各トークンの確信度，順位の集合

*1 https://github.com/cl-tohoku/bert-japanese/tree/v1.0
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代名詞 代名詞
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STEP1
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STEP3

図 2 提案システムによる対話文の処理の流れ．

Eij を用いて，vij に対して省略・代名詞化を適用するか，
適用する場合はどちらの手法を用いるかを決定する．
システムが発話文に対して省略・代名詞化を行う度合い

をここでは省略限界と定義しパラメータ αで表す．省略限
界はロボットとユーザとの関係性に基づいて決定されるも
のとし，省略限界が高いほど発話文中のより多くの単語を
省略・代名詞化する．
省略・代名詞化するかどうかは，省略・代名詞化候補の

トークンごとにマスク予測の確信度を省略限界と比較する
ことで判断する．則ち，Eij が次の式 (3)で表される条件
を満たすときに限り vij を省略・代名詞化するという判断

を行う．

r(vij) ≤ 5 ∧ α ≤ p(vij) (3)

上記の式 (3)で表される条件を満たすトークン vij に対
して省略と代名詞化のどちらを行うかを，確信度の高い形
式名詞または代名詞の有無によって次のように判断する．

vij ←

{
wm (if r(wm) ≤ l)

“” (otherwise)
(4)

ここで，wm は確信度の最も高い形式名詞または代名詞を
表し，“”は空白を意味する．上式 (4)に示すとおり，確信
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度上位 l件のトークンに wm が含まれる場合は，代名詞化
が適当であると判断し該当のトークンを置き換える．一
方，代名詞化の条件を満たさない場合は適当な置き換え候
補が存在しないと判断し該当のトークンを単に省略する．
なお，通常 vij のみを省略するだけでは助詞が残って不

自然な文になってしまう．そのため，省略を行う際は vij

を含む文節ごと削除するものとする．

4. 実験
4.1 実験概要
本研究で実施した実験の目的は，提案手法により生成し

た対話が観察者に与える印象を，異なる省略限界の間で比
較することである．実験は参加者間計画で行われた．実験
参加者は 2 体の人型ロボットが対話する動画を視聴した
後，対話の雰囲気やロボット間の関係性に関する質問と，
話題の内容に関する質問のいずれかに回答した．

4.2 実験条件
本実験では段階的な省略・代名詞化の影響を調べるため，

同一の対話例について省略限界が異なる 3種類の対話を比
較条件とした．具体的にはパラメータ αが以下のように異
なる対話をそれぞれ作成した．また，全ての条件において
k = 10, l = 15とした．

• 省略なし: α =∞，

• 省略少: α = 13，

• 省略多: α = 0.

4.3 実験刺激
実験刺激となる動画の作成に使用した対話文は大阪大学

マルチモーダルコーパス Hazumi [15]に収録されている 2

者間の対話を元に生成された．元となった対話の内容は対
話者の学生時代についての雑談であった．
本実験では口調や表情などの発話内容以外の要因で印象

が変化してしまうのを避けるため，刺激動画に人間を登場
させず，代わりに 2 体の人型ロボットに合成音声を発話
させてその様子を録画した．人型ロボットとして 2 体の
Pepperを用いた．
合成音声は CeVIO Creative Studio*2という音声創作ソ
フトウェアを用いて作成した．2者の発話はそれぞれ Ce-

VIO Creative Studio で用意されている「さとうさらら」
と「すずきつづみ」というキャラクターの声を用いて合成
した．
刺激動画は図 3のように 2体の Pepper同士を向かい合
わせた状態で撮影した．また，観察者にとってどちらの
Pepperが発話しているかを容易に判別できるようにする
*2 https://cevio.jp/product/ccs

図 3 実験に使用した Pepper の対話動画．

こと，自然な対話に近づけることの 2つを目的として，ど
ちらの Pepperも発話開始時に手を広げたり頷いたりする
単純な動作を行うようにした．発話開始時の Pepperの動
作及び発話タイミングは全ての条件で統一した．

4.4 実験手続き
クラウドソーシングを通して 18～71歳の男女 600人の

実験参加者を集めた．実験参加者は男性 327名，女性 273

名である．参加者の年齢平均は 42歳であり，年齢の標準
偏差は 10.4である．実験参加者は省略なし，省略少，省
略多の 3条件にそれぞれ 200人ずつランダムに割り当てら
れた．さらに，各条件の参加者は「対話内容に関するアン
ケートに回答する群」と「対話の雰囲気に関するアンケー
トに回答する群」の 2群にそれぞれ 100人ずつランダムに
割り当てられた．
実験はインターネット上のアンケートフォームを用いて

行った．参加者がフォームにアクセスすると，まず該当す
る条件の刺激動画を視聴するよう求められた．その後，以
下の表 1に示すアンケートの質問項目について，どのくら
い自分が同意するかを 7段階のリッカート尺度で回答して
もらった．これに加えて，すべての群で対話内容について
気になる点を自由記述で回答してもらった．参加者は実験
終了後 50円の報酬を得た．
集めたデータのうち回答に不備のある参加者のデータを

取り除いた結果，有効なデータ数は合計で 593件となった．

4.5 実験結果の予測
「対話内容に関する質問項目」では，「意思疎通」を除き
省略が多くなるほど評価が低くなると予測する．これは省
略箇所が多いほど対話の内容は理解しにくく，元のコーパ
スより不自然な対話になるためである．一方省略を行うこ
とで観察者と話者の間に理解度の差が生じるため，話者間
に共通認識があると観察者が判断する可能性がある．その
ため，省略箇所が多いほど「意思疎通」の評価が高くなる
と予測する．
「対話の雰囲気に関する質問項目」では，「初対面」，「介
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表 1 質問項目．各質問項目における矢印は，省略限界が高くなった場合に評価が変化すると
予測される方向を示している．

尺度名 質問内容

対話内容に関する質問項目

内容理解 Q1．対話の内容が理解できた↓
自然さ Q2．対話は自然だった↓
意思疎通 Q3．ロボット同士の間でお互いの言いたいことが伝わっている感じがした↑
知性 Q4．2 体のロボットに知性があると感じた↓

対話の雰囲気に関する質問項目

ロボット間の親しみ Q1．ロボット同士は互いに親しみを感じている↑
盛り上がり Q2．対話は盛り上がっている↑
初対面 Q3．二体のロボットは初対面だと思った↓
有意思性 Q4．ロボットは自分の意思で話していると感じた↑
活気 Q5．2 体のロボットは生き生きと話しているように感じた↑

介入可能性 Q6．ロボット同士の会話に途中参加できそうと感じた↓
人間らしさ Q7．2 体のロボットは人間のように話していると感じた↑
親しみやすさ Q8．2 体のロボットに親しみやすさを感じた↑
楽しさ Q9．2 体のロボットは会話を楽しんでいるように感じた↑

入可能性」を除き省略箇所が多くなるほど評価が高くなる
と予測する．これは省略箇所が多いほど話者間に共通認識
があるという感覚を受け，話者が仲良く話していると感じ
るのではないかと考えたからである．一方で話者同士での
み共通認識が形成されていると観察者が対話に途中参加し
にくくなるため「介入可能性」の評価が低くなると予測し
た．また，「初対面」の評価については，共通認識のある話
者同士は関係性が近く，初対面ではないと判断されやすい
ことから評価が低くなると考える．

4.6 実験結果
まず，対話内容に関する質問項目に対する回答者の評価

の平均を図 4に示す．Tukey-Kramer法に基づいた多重比
較（p < 0.05）によると，全ての項目において省略多条件
と省略なし条件の間に有意差が認められた．また，「内容
理解」，「自然さ」，「意思疎通」において省略少条件と省略
なし条件の間で有意差が認められ，「内容理解」のみにおい
て省略少条件と省略多条件の間で有意差が認められた．
次に，対話の雰囲気に関する質問項目に対する回答者の

評価の平均を図 5に示す．Tukey-Kramer法に基づいた多
重比較（p < 0.05）によると，「人間らしさ」において省略
なし条件と省略少条件の間でのみ有意差が認められた．そ
の他の項目においては全ての条件の間で有意差が認められ
なかった．

5. 考察
5.1 質問項目の結果
この項ではアンケートの各質問項目の回答結果を，結果

の予測と照らし合わせて考察する．

6.23
5.68

4.89 4.93
4.38

3.96

5.44
4.88

4.39
4.774.554.25

図 4 対話内容に関する質問への回答の平均値．エラーバーは 95%

の信頼区間を表す．

「対話内容に関する質問項目」では，全ての項目で省略
箇所が多くなるほど評価が低くなっていくことが分かっ
た．これは，「内容理解」，「自然さ」，「知性」の項目に関し
ては予想通りであるが，「意思疎通」の項目に関しては予
想に反していた．ロボットの動作を条件間で統一している
にもかかわらず「意思疎通」の項目の評価が省略するほど
低くなることは，実験参加者が自分の理解できない内容に
対してロボット同士も理解できていないと判断したことを
示している．ロボット同士が対話内容を理解していないと
いう印象を与える理由として，省略によって発話文の整合
性が失われていることが考えられる．提案システムでは省
略によって係り受け関係が崩れる可能性があるため，代名
詞化に比べて省略が多く行われた場合は整合性のない発話
文が生成されやすい．実際，省略少条件では代名詞化され
た単語は 1個もなく，省略多条件では代名詞化された単語
が 2個だったのに対して省略された単語は 17個と圧倒的
に多かった．
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図 5 対話の雰囲気に関する質問への回答の平均値．エラーバーは 95%の信頼区間を表す．

提案手法により生成される発話文の整合性を改善する方
法としては係り受け関係を考慮できるようにしたり，代名
詞に置き換えることで文の構造を保つようにしたりするこ
とが考えられる．また，指示語はお互いの共通認識を明示
的に示すものであるため，指示語への置き換えによって観
察者にとっての発話内容の理解度と話者にとっての発話内
容の理解度が異なると判断されやすくなる効果が期待で
きる．
一方で，提案システムが行う省略と同程度に文の整合性

を失う省略は人間同士の発話内では起こりうるものであ
る．それにもかかわらず本実験で提示した対話が違和感を
生じる理由が，話者がロボットであるからなのか，それと
も省略の仕方に人間の省略と何らかの相違があるからなの
かは今後検討の必要がある．
「対話の雰囲気に関する質問項目」では，「初対面」，「介
入可能性」を除き省略箇所が多くなるほど評価が大きくな
るという予測に反して，結果としては「人間らしさ」の項
目を除いた全ての項目において条件間で有意な差がなかっ
た．この理由として，元となった対話例が人間とWizard

of Oz[16]形式のエージェントとの間の雑談であったため
に，元の対話例の時点で適度に省略されていた可能性が挙
げられる．したがって，元の対話文として対話コーパスか
らゼロ省略などを復元した過度に冗長な対話文を採用する
ことで雰囲気に関する項目をより詳細に分析できると考え
られる．
最後に，対話内容に関する質問項目では多くの箇所で有

意な差が出ていたのにも関わらず対話の雰囲気に関する質
問項目では有意な差がないことから，内容の理解は雰囲気
の評価に影響を与えない可能性が考えられる．これには観
察者にとって内容が理解できない場合でも話している当人
同士には共通のコンテキストがある可能性を了承している
ということが理由として考えられる．

5.2 アンケートで得られた意見
アンケートでは最後に，対話内容について気になる点を

自由記述してもらった．ここではその中で注目すべき意見
を 2つ取り上げる．
まず，対話の雰囲気に関して，全ての条件において面接

のようであるという意見が多数挙げられた．これは元の対
話が一問一答形式に近いためだと考えられる．
次に，会話の整合性について，特に省略された会話に関

して噛み合っていないという意見が多く見られた．また，
噛み合わない会話に違和感を感じたという意見も挙げられ
ていた．
以上の 2つの意見が多かったことから，一問一答形式の

対話では，省略した発話に違和感が存在すると噛み合って
いない会話とみなされてしまうのではないかと考えた．一
問一答形式の対話を成立させるには質問と応答が対応して
いる必要があり，さらに次の質問は前の回答を踏まえて投
げかける必要がある．そのため，省略により実験参加者が
発話内容を理解できなかった場合に，回答者が質問の意図
を汲めていない，あるいは質問者が回答の内容を理解せず
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別の質問を投げかけているという印象になるのではないか
と考えられる．

6. おわりに
本論文ではロボットが人間との関係性や共通体験に応じ

て親密感を表出するために，対話の文脈に基づき言語モデ
ルを用いて省略・代名詞化した発話を生成する手法を提案
した．省略・代名詞化の基準に BERTのマスク予測機能の
確信度を利用することでパラメータによる省略・代名詞化
の度合いの調節を実現した．実験では提案手法を適用した
ロボット同士の音声対話が観察者にどのような印象を与え
るかを調査した．実験の結果，省略・代名詞化によって対
話内容の理解が困難になっても，観察者が知覚するロボッ
ト間の親しみは有意に下がらないことが確認された．
謝辞 本論文は, JST, CREST, JPMJCR19A1と JSPS

KAKENHI JP21J13789 の支援を受けたものである．ま
た，本研究では，国立情報学研究所の IDRデータセット
提供サービスにより大阪大学から提供を受けた「大阪大学
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